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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
に 

 

一
九
六
三
（
昭
和
三
十
九
）
年
、
日

本
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
沸

き
立
っ
て
い
た
。
そ
の
時
代
を
直
接
経

験
し
た
人
々
も
そ
れ
以
後
の
世
代
で
も
、

日
本
人
で
東
京
五
輪
を
知
ら
な
い
人
は

い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
丹
下
健

三
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
国
立
代
々
木

競
技
場
は
、
日
本
が
誇
る
近
代
建
築
の

傑
作
と
し
て
名
高
い
。 

 

し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
競
技
場

の
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
て
も
、
そ

の
前
年
、
東
京
五
輪
の
関
連
事
業
と
し

て
「
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

と
い
う
野
外
彫
刻
の
祭
典
が
、
真
鶴
町

の
海
岸
を
主
た
る
舞
台
と
し
て
行
わ
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
彫
刻
作
品
が
五

輪
期
間
中
、
代
々
木
競
技
場
の
周
囲
に

飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

実
は
「
文
化
財
だ
よ
り
」
に
は
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
解
説
し
た

記
事
と
し
て
、
川
ノ
邉
昭
治
「
世
界
に

羽
ば
た
く
小
松
石
」（
二
〇
〇
三
年
三
月
、

第
十
六
号
）
が
過
去
に
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
小
文
で
は
最
新
の
研
究
成
果
を
反

映
し
つ
つ
、
真
鶴
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
持
つ
歴
史
的
な
意
義
と
位
置
づ
け

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
う
。 

 

彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は 

 

今
か
ら
半
世
紀
前
の
こ
と
、
世
界
が

冷
戦
体
制
下
に
あ
っ
た
一
九
五
八
年
、

一
人
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
彫
刻
家
が
、

「
境
界
石
」
と
題
す
る
挑
戦
的
な
彫
刻

作
品
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
／
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
国
境
付
近
に
設
置
し
た
。
そ
の
彫

刻
家
カ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
ト
ル
（
一
九
二

三
‐
）
は
、
東
西
陣
営
の
壁
・
国
境
や

人
種
の
壁
を
越
え
て
、
彫
刻
家
た
ち
が

共
同
の
場
で
連
帯
し
な
が
ら
芸
術
を
営

む
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見
て
い
た
。 

 

翌
年
、
彼
は
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間

た
ち
と
共
に
、
そ
の
理
想
の
実
現
に
向

け
て
動
き
出
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の

石
切
り
場
ザ
ン
ク
ト
・
マ
ル
ガ
レ
ー
テ

ン
を
舞
台
と
し
て
、石
彫
刻
の
饗
宴「
彫

刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
の
で

あ
る
。
石
切
り
場
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
七

ヶ
国
か
ら
十
一
名
の
作
家
た
ち
が
集
ま

り
、
彫
刻
の
野
外
制
作
を
行
っ
た
。 

 

人
工
灯
の
下
か
ら
、
自
然
の
陽
光
と

風
の
中
へ
。
ア
ト
リ
エ
の
密
室
か
ら
、

石
切
り
場
の
野
外
空
間
の
中
へ
。
黙
々

と
し
た
孤
独
な
制
作
か
ら
、
仲
間
と
共

に
語
ら
い
議
論
を
交
わ
す
創
造
行
為
へ
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
作
家
た
ち
に
と
っ
て
、
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そ
れ
ま
で
経
験
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た

新
た
な
境
地
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
。 

 

日
本
最
初
の
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

プ
ラ
ン
ト
ル
が
創
始
し
た
こ
の
「
彫

刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
国
際
的
に
活

躍
す
る
彫
刻
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
世
界

各
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
早
速
一
九

六
一
年
に
は
ド
イ
ツ
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
で
、
一
九
六
二
年
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル

で
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
最
初
の
彫
刻
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
一

九
六
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

元
々
、
東
京
五
輪
の
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
日
本
の
石
彫
文
化
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
政
府
構
想
の
事
業
を
、

朝
日
新
聞
社
が
主
催
と
な
っ
て
、
当
時

最
先
端
の
潮
流
で
あ
っ
た「
野
外
彫
刻
」

の
理
念
を
取
り
入
れ
、
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
し
て
実
現
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
作
家
の
側
か
ら
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
組
織
化
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン

ス
を
主
な
活
動
拠
点
と
す
る
彫
刻
家
の

水
井
康
雄
で
あ
る
。
水
井
は
そ
の
最
初

期
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
積
極
的
に
参
加
し
、
日
本
人
作
家
と

し
て
は
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
先
達
的

な
役
割
を
果
た
し
た
彫
刻
家
だ
っ
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
ま
ず
世
界

各
国
か
ら
参
加
し
た
十
二
名
の
彫
刻
家

た
ち
が
、
真
鶴
の
道
無
海
岸
を
舞
台
に

現
地
か
ら
産
出
さ
れ
る
小
松
石
（
安
山

岩
の
一
種
）
を
素
材
と
し
た
彫
刻
制
作

に
取
り
組
む
（
一
九
六
三
年
七
月1

日

〜
九
月
三
〇
日
）。完
成
し
た
作
品
を
新

宿
御
苑
で
展
示
し
（
十
月
五
日
〜
三
十

一
日
）、新
宿
・
小
田
急
百
貨
店
に
て「
世

界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
小
品
展
」

を
行
う
（
十
二
月
六
日
〜
十
一
日
）。
そ

し
て
五
輪
期
間
に
代
々
木
競
技
場
の
周

囲
に
作
品
を
飾
る
（
一
九
六
四
年
の
十

月
十
日
〜
二
十
四
日
）
と
い
う
多
彩
な

内
容
で
あ
っ
た
。
参
加
し
た
作
家
と
作

品
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
。 

・
ロ
ベ
ー
ル
・
ク
ー
チ
ュ
リ
エ
（
フ
ラ

ン
ス
、1905-

）「
グ
ル
ー
プ
」 

・
モ
ー
リ
ス
・
リ
プ
シ
（
フ
ラ
ン
ス
、

1898-

）
「
大
洋
的N

o.1

」
「
大
洋
的

N
o.2

」 

・
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
バ
ウ
マ
ン
（
ド
イ
ツ
）

「
海
」 

・
カ
ル
ロ
・
シ
ニ
ョ
ー
リ
（
イ
タ
リ
ア
、

1906-
）「
安
山
岩
の
心
に
」 

・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ポ
ン
セ
（
ス
イ
ス
、

1928-

）「
広
島
と
長
崎
に
捧
ぐ
」 

・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
・
カ
ル
デ
ナ
ス
（
キ

ュ
ー
バ
、1927-

）
「
真
鶴
の
夏
の
鳥
」

「
真
鶴
の
夜
の
鳥
」 

・
本
郷
新
（1905-

）「
馬
の
石
」 

・
野
水
信
（1914-

）「M
anazuru

」 

・
水
井
康
雄
（1925-

）「
道
無'63

」 

・
毛
利
武
士
郎
（1923-

）「
祭
殿
」 

・
鈴
木
実
（1930-

）「
儀
式N

o.3

」
儀

式N
o.4

」 

・
木
村
賢
太
郎
（1928-

）「
人
間
像
」 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
と
位
置
づ
け 

 

作
家
た
ち
の
国
際
的
交
流
、
真
鶴
の

海
岸
で
の
公
開
制
作
、
新
宿
御
苑
で
の

野
外
展
示
、
そ
し
て
代
々
木
競
技
場
と

い
う
建
築
空
間
へ
の
彫
刻
設
置
と
い
う

具
合
に
、
当
時
と
し
て
は
全
く
画
期
的

な
試
み
を
行
っ
た
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
の
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野
外
彫
刻
は
そ
の
後
、
山
口
県
宇
部
市

の
「
宇
部
の
彫
刻
」
の
活
動
な
ど
を
中

心
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
が
、

野
外
彫
刻
運
動
の
盛
り
上
が
り
を
確
実

に
後
押
し
し
た
の
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
だ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

ま
た
世
界
的
な
視
野
か
ら
見
て
も
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
国
際
的
に
伝
播
し
て

い
く
過
程
に
お
い
て
、「
石
か
ら
石
へ
」

と
交
流
が
繋
が
る
結
節
点
の
一
つ
と
し

て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
機
能
し
て

い
た
。彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、

彫
刻
家
た
ち
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
よ
り
広
範
で
密
に
形
成
さ
れ
て
い

く
よ
う
に
な
り
、
真
鶴
で
育
ま
れ
た
作

家
た
ち
の
交
流
は
、
例
え
ば
そ
の
後
一

九
六
八
年
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
彫
刻
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
フ
ラ
ン
ス
）
な
ど
に
、
直

接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
え

る
。
世
界
近
代
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

一
度
き
り
の
企
画
で
は
あ
っ
た
が
、
ザ

ン
ク
ト
・
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
ン
や
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
の
「
フ
ォ
ル
マ
・
ビ
バ
」
な

ど
伝
統
あ
る
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
並

ん
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
の
礎
に

あ
た
る
、
最
初
期
の
事
例
の
一
つ
と
し

て
数
え
ら
れ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
。 

 
お
わ
り
に 

 

真
鶴
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
的
意

義
や
興
味
深
さ
を
、
こ
の
拙
文
で
十
分

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。 

 

実
は
、
真
鶴
に
と
っ
て
は
一
つ
惜
し

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時

制
作
さ
れ
た
彫
刻
作
品
や
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
記
憶
を
伝
え
る
石
碑
、
当
時
の

面
影
を
残
す
石
切
り
場
な
ど
が
、
現
在

の
真
鶴
に
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
点
だ
。
彫
刻
作
品
に
つ
い
て

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
代
々
木
競
技
場

に
飾
ら
れ
た
あ
と
、一
九
七
〇
年
以
来
、

宗
教
法
人
Ｐ
Ｌ
教
団
の
大
平
和
記
念
塔

（
大
阪
・
富
田
林
）
に
付
属
す
る
、「
彫

刻
の
庭
」
へ
記
念
碑
と
共
に
移
設
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
道
無
海
岸
の
石
切
り

場
は
、
崖
崩
れ
の
危
険
性
の
た
め
十
年

以
上
前
か
ら
埋
め
戻
し
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
今
そ
こ
に
当
時
の
雰
囲
気
を
求

め
る
の
は
難
し
い
状
況
だ
。 

 

こ
の
よ
う
に
形
と
し
て
残
さ
れ
た
も

の
は
皆
無
に
近
い
が
、
一
九
六
三
年
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
制
作
・
展
示
風
景
を

実
際
に
見
聞
し
た
人
々
の
記
憶
は
、
ま

だ
ど
こ
か
に
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

今
か
ら
遡
る
こ
と
四
十
六
年
前
、
夏
の

真
鶴
に
十
二
名
の
彫
刻
家
た
ち
が
や
っ

て
来
た
こ
と
、
石
の
塊
と
取
り
組
ん
で

彫
刻
を
作
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
、

僅
か
に
で
も
覚
え
て
い
る
人
が
い
る
と

し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
そ
の
記
憶
を
誰
か

に
語
り
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。
こ
の

研
究
が
も
し
、
真
鶴
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
記
憶
の
再
生
と
語
り
伝
え
に
少
し
で

も
役
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
筆
者
と

し
て
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。 

 

（
謝
辞
）
本
稿
の
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筆
に
あ
た
り
、
真

鶴
町
教
育
委
員
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岩
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さ
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お
世
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な
っ
た
こ
と
を
お
礼
申
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上

げ
ま
す
。 


